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くのかを考えたいということで、シンポジウムを重ねています。今回は 3 回目，『都市の記憶Ⅲ』です。 
今日は旧長崎警察署と県庁跡地について，長崎総合科学大学の建築学のお二人にお話をいただき、地元
商店街のお二人にお話をいただく形で，シンポジウムを進めさせていただきます。建築というとすぐ建
物をどう造るかを考えるので，商店街と合わないんじゃないかと思われるかもしれませんけれども、建
物をどう保存するかと、町全体をどのようにつくるかは密接につながっています。町全体をどう活性化
するのかの視点から，その都市、町をどうつくるかという、建築と商店街の二つの声を絡み合わせて町を
どう構想するか，シンポジウムを進めさせていただきたいと思います。このシンポジウムで，この長崎が
現実的に，歴史の基板の上にどう発展していけばいいかに話が及べばいいと思います。 
町の皆さんの話を伺っていますと、地元の話が聞き届けられていない。地元の声が聞かれないままに計
画が進んでしまっているところがあります。我々としては地元の話に耳を傾けながら考えていこうと思
います。 
順番として最初に山田由香里先生に、旧長崎警察署が保存に値する建物だというお話をしていただき
ます。それから李桓先生に、建物を保存するに際して，県庁の辺り、この場所から大浦天主堂や浦上天主
堂、寺町などいろんな場所につながっていく起点になる場所として、そこからどのような人の流れや構
想が考えられるか，お話をいただきます。その上で，地元江戸町の三瀬清一朗さんに、地元はどう考えて
いるのかをお話しいただきます。三瀬さんは被爆体験の語り部でもいらっしゃいます、その意味では旧
長崎警察署が被爆建造物だという点も十分に理解していらっしゃいますし、その上で町の活性化として
何が必要かをお話しになるだろうと思っています。中嶋恒治さんは、この間伺ったところでは，朱印船貿
易博物館という形で歴史基板として，都市の記憶を辿っていける、そういう場所にしてはどうかとお話
しになると思います。 
歴史を辿る意味では，この長崎の原点になる，デ・ルカ・レンゾ氏の、いわゆる岬の教会が歴史的にま
た地理的にどの位置にあったのかの論文も今日配布させていただいています。その論文では，18 名のイ
エズス会士が埋葬されたと確定しています。有名な人たちが埋葬されていたんだなと思います。その痕
跡も何もないのか、何らかの痕跡が発掘できるかもちゃんと調べる必要があると。 
こうした長崎の始まりから都市の記憶を辿って，御朱印船の時代、そして現代の課題へと思考をめぐら
していければありがたい。最後に皆さんと一緒に議論したいと思います。 
それでは早速山田先生、お願いいたします。 
 
 
